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かの新 しい有用 な知見が得 られた と考え られる。報告書 の作成にあ
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腿

【は じめ に】

我々はラッ トにおいて中枢 との連続性 のない坐骨神経の遠位切断端

に胎児脊髄 を移植す ることにより,移 植脊髄の運動細胞がhostの 脱

神経筋 を再支配す ること,す なわち運動単位 を再建で きることを世

界的に も初 めて観察 した。再建 された運動単位には上位中枢 との連

絡がな く,筋 活動の制御 はできなか った。運動単位 を中枢性 に制御

する問題 について,新 たな実験 モデルを作成 し検討する。

【方 法】

1)実 験 モデル作成(図1)

同種静脈 の摘 出 と凍結保存:ネ ンブ タール深麻酔 下 に、Wister系 ラ

ラッ トよ り両大腿 ～総腸骨 静脈 を摘 出す る。静脈 は全長 約25mmを

2本 採取 で きる。静脈 をPBSに 浸漬 しフ リーザー にて 一80度 で凍

結保存 す る。Donarラ ッ トは10頭 使用す る。

Recipientラ ッ ト作 成:ネ ンブ タール麻酔 下 に成熟 ラ ッ ト(体重230

～2509)の 坐 骨神 経 を展 開す る。神 経最 中枢 部 を切 断 し、神 経 末梢

側 を少 な くと も15mm切 除 し、15mm以 上の神 経欠損 を作 成す る。

凍結保存 しておいた約25mmの 同種 静・脈 を解凍 し、神経欠損 間に移

植す る。Recipientラ ッ トは20頭 作成す る。

胎児脊 髄移植:ネ ンブ タールに よる深麻酔 下 に,妊 娠 ラ ッ トよ り胎

生14日 目の胎児 を摘 出す る。胎児 を低温麻 酔下(ビ ーカー内の氷上

で)に 置 き,脊 髄 を取 り出 し細切 す る。摘 出後3分 以 内 にrecipient

ラ ッ トの同種静脈 内 に移 植す る。1recipientラ ッ トにつ き胎児脊髄

80マ イクロリ ッ トル注入す る。

2)解 析

手術後3～6か 月飼育 を行 い,そ の後 以下 に述べ る手法 に よ り解析

を行 う。

① 電気生理 学 的解析:ネ ンブ ター ル麻酔 下 に手術 的 に坐 骨神 経近位

部 か ら胎児 脊髄移 植部 お よびその神 経末梢 まで を露 出す る。 そ して
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a)総腓骨神経、b)脛 骨神経、c)坐骨神経遠位、d)移植部遠位 、e)移植

部近位、D坐 骨神経近位、それぞれの部位 を電気刺激 し,前 脛骨筋

および腓腹筋の同一部位 よ り針電極 により誘発筋活動電位 を導出記

録す る。得 られた波形を解析することによ り神経支配の程度や成熟

度を評価する(図2)。

②組織学的解析:解 析① を行 った直後に同0ラ ッ トの前脛骨筋お よ

び腓腹筋 にcholeratoxinB(CTB)を 注入 し,逆 行性色素標識 を行 う。

蛍光顕徴鏡にて、脊髄移植部 と脊髄膨大部 を観察 し、CTB陽 性細胞

の数、形態を観察する。

坐骨神経近位 ＼

総腓骨神経

前脛骨筋

図1実 験モデル模式図
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f)坐骨神経近位

e)移植部近位

d)移植部遠位

c)坐骨神経遠位 くr→ ヌ

b)脛骨神経 a)総腓骨神経

図2電 気生理学的解析における電気刺激部位
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【結 果】

①電気生理学的解析

胎児脊髄移植部を含みその遠位部刺激 により、前脛骨筋お よび腓腹

筋の誘発筋活動電位導出ができた(図3-7)。

坐骨神経最遠位部刺激 により前脛骨筋お よび腓腹筋 の誘発筋活動電

位導出ができた もの(図3)と できない もの(図4-7)が あった。

②組織学的解析

CTB陽 性細胞 は移植部遠位にて多数(約30個)認 め(図i1)、 移植部近

位にて数個(図11)、 脊髄膨大部にて約10個 認めた(図12-13)。 形態的

には脊髄移植部細胞 は脊髄膨大部細胞 に比べて小 さかった。

【考 察】

再建 された運動単位 と上位中枢 との連絡 について、電気生理学的に

は脊髄か ら末梢 の筋 まで連続が認め られた場合 と脊髄か ら脊髄移植

部 までに何 らかの伝導傷害があったが脊髄移植部か ら末梢 では連続

が認められた という2つ のパ ターンがあった。CTBに よる細胞色素

標識では脊髄移植部特 にその遠位部でCTB陽 性細胞が多 く、脊髄

膨大部では少 ないことが認め られた。末梢筋 においては上位 中枢 か

らの神経線維 よ りも脊髄移植部か らの神経線維の方が多い と考えら

れた。つま り上位 中枢 よりも脊髄移植部による神経支配が強い と考

えられた。上位 中枢 と脊髄移植部 との連絡すなわちシナプスの形成

については、今 回の研 究では証明できなかったので、今後の研究課

題 としたい。
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